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1. 事業の背景および目的

超高齢社会となった日本では健康寿命をし、かに伸ばすかが国家的課題であるが、その一つの

実行可能な解決策として、乳幼児期から高齢までの一貫した食育・健康指導が考えられる。し

かしながら現状は、母子保健・学校保健・健康保険・介護保険と異なる制度内で別々に実施さ

れているのが実情である。これを踏まえて、先ず学校保健の領域で『科学的根拠に基づく食育

指導』を実践する。さらに大上研究員の研究課題と連携し、介護保険の領域で、高齢者を対象

とした体操教室において『筆跡情報を用いた運動機能測定』を実施する。長期的には、板倉町

(行政)との連携により、『科学的根拠に基づく保健行政』の提案まで展開できれば、真の意味

での地域連携の出発点となると考える。

2. 事業実施方法

2・1.研究協力者

研究協力者として、次の方々にご参加いただいた。

①板倉町立小学校(板倉東・板倉西・板倉南・板倉北)の児童 (6年生、約 130名)

②板倉町と共催で実施した運動教室(パワフルボデ、ィ教室)の参加者 24名

2・2. 実施スケジュール

上記の研究協力者を対象として、下記の順序で食育・健康指導を進めた。

a) 10月中旬に、各人の摂取栄養素量を分析するために児童用の食事調査票 (BDHQ)への記入

をお願いし、食事内容を把握した。

b) 1月初めの身体検査時に、小学生の骨密度を測定した(南小学校・北小学校)。骨密度値は、

後日各人に平均値と比較する形でフィードパックする。

c)摂取栄養素量と骨密度値のデータを一覧表化し、データクリーニングの後、統計的に解析

する。個人のデータおよび全体の統計値と解説文を、研究協力者(児童)への結果のフィ

ードパックとして、小学校を通してお届けする。

d)パワフルボディ教室(全 8回)の初回 (1011 (木))と最終回 (11119(木))に実施した体

力測定会で『筆跡情報を用いた運動機能測定』を実施した。解析結果を 12117(木)に開催

したフィードパック説明会にて研究協力者にご説明した。
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3. 事業の成果

3・ 1. 科学的根拠に基づく食育指導(対象:板倉町の小学生)

対象者に負担感の少ない介入(食育教室:平成 26年 12月に 5年生に実施)の効果を検証する

ため、同ーの研究協力者を対象に昨年度実施した食事調査(平成 26年 5月に 5年生で実施)と

今年度実施した食事調査(平成 27年 10月に 6年生で実施)の結果を比較した(追跡調査あるい

はコホート調査と呼ばれる調査方法)。食育教室の内容は『乳製品の摂取を通して食生活に関心

を持つこと』である。用いた食事調査票は BDHQ10Y (簡易版 10歳用)である。

表 1に示す通り、 1年間の栄養素摂取量の経年変化を調べたところ、顕著な変化はなかった。

一方、表 2に示した食品群別摂取量の経年変化では、菓子類の摂取量が有意に減少した(図 1参

照)。なお、この菓子類の摂取量減少は、 50kca1/日のエネルギーに相当する。『バランスの良い

食生活をしよう』とし寸食育の効果により、先ず菓子の摂取量が減少したと考えられる。

なお、骨密度測定は1/8(金)に南小、 1/12 (火)に北小で実施したばかりであり、未だ解析

中である。

表 1 食育教室実施前後における 1日の栄養素摂取量 (n=103)
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(n=103) 食育教室実施前後における食品群別摂取量表 2

実施後実施前

標準偏差+ 平均標準偏差+ 平均

173.7 + 447.2 190.9 + 414.5 g/day 穀類

19.4 + 54.7 23.4 + 51.6 g/day いも類

2.0 + 3.2 1.9 + 3.1 g/day 砂糖・甘味料類

26.6 + 48.2 29.1 + 48.7 g/day 豆類

37.1 + 85.5 40.6 + 87.5 g/day 縁黄色野菜

93.2 + 111.6 89.4 + 118.9 g/day 果実類

24.7 + 49.9 21.7 + 46.8 g/day 魚介類

27.8 + 70.2 24.2 + 67.6 g/day 肉類

13.9 + 29.1 12.7 + 27.8 g/day 卵類

102.0 + 302.1 122.6 + 325.3 g/day 乳類

3.5 + 11.1 4.0 + 10.9 g/day 油脂類

* p<0.05 29.1 + 42.9 38.5 + 54.3 g/day 菓子類

291.1 + 460.2 280.7 + 421.8 g/day 噌好飲料類

149.5 + 263.8 172.2 + 282.5 g/day 調味料・香辛料類
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3・ 2. 筆跡情報を用いた運動機能測定方法(対象:板倉町の高齢者)

平成 27年 10月 1日(木)・ 11月 19日(木)に実施した「パワフルボディ教室』の『体力測

定会』で筆跡情報と運動機能を測定した。筆跡情報の取得には、図 2右に示す「デ、ジタルベン』

を用いた。このデバイスは時空間分解能 13ms、0.3mmで、筆跡をデ、ジタル化し、情報を PCに

保存できる。これを用いて、図 2左に示す『ひと筆書き図形模写』をしていただいた。この筆

跡情報で運動機能を推定することができるか検討した。

先ず、平成 25年に茨城県常総市の調査 (n=258)で、今回の調査と同じ「ひと筆書き図形模

写』を用いて得られた筆跡情報と転倒リスク等との関係を表 3に示す。ひと筆書き図形模写の

手本図形の長さは 332mmであるが、この 332mmより大きく描いた人の方が小さく描いた人

より、平衡性が有意に高く転倒リスクが有意に低かった。そこで今回の調査において、筆跡距

離の分布を 1回目と 2回目で比較すると(図中の縦線が 332mmを示す)、 2回目の方がぱらつ

きが小さく、手本に近い大きさで描けていることが分かつた。さらに、 332mm以下で描いた

人の人数が 1回目より 2回目の方が 3名減っていた (9名コ 6名)。すなわち、 1回目で 332mm

以下だった人のうち 3名が、運動教室後に 332mm以上に変化した。また個人別の変化をみる

と、 332mm以上で描いていた人が 2回目で 332mm以下に下がった例は皆無で、あった。 以上よ

り、 6回の運動教室で定期的な運動することで、全員転倒リスクが改善されるか維持されたこ

とが分かつた。

国2左;デジタ/レベン外観、 右:ひと筆書き図形模写の例

表 3 筆跡情報と転倒リスク等との関係(平成 25年、茨城県常総市の調査)

項目 平均値 (332以上) 平均値 (332以下) 平均値の差 有意確率

age 69.3 76.1 -6.7 0.01 

移動性 4.8 3.6 1.2 0.02 

平衡性 3.4 2.5 0.9 0.02 

y.巾Fむ￥f口h 12.0 9.5 2.5 0.01 

転倒リスク 3.5 5.8 -2.2 0.05 

普段の拡張期血圧 75.0 70.0 5.0 0.02 
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図3 筆跡距離の分布:左:運動教室前 (1011測定)、右:運動教室後 (11119測定)

写真 1左:図形模写の計測例、 右:フィードパック説明会風景

3・ 3. 今後の展開

本事業の食育教室により、児童に食事のバランスを考える効果が生じたことが推測された。

今回は 1回だけの食育教室であったが、複数回の食育教室を展開することで『科学的根拠に基

づく食育指導』の方法論に繋がる可能性がある。

また、『筆跡情報を用いた運動機能測定』により、運動教室による定期的な運動の効果が把握

できることが推測された。この方法で転倒リスク等の運動機能低下のリスクについて早期把握

が可能になれば、現実的なスクリーニング手段とすることができる。
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我々は、健康に関する調査研究とそのフィードパックの対象年代を広げて行くことで、『科学

的根拠に基づく保健行政の提案』まで展開することを目指しており、これらの事業および結果

を通して、地域住民や行政の方々に大学の利用価値を認識していただくことが、真の意味での

地域連携になり得ると考える。
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